
施策評価の見直し
１．現状・課題

【定量評価】
①指標の評価[a、b、c、d]
 各施策項目における複数の指
 標について、目標値に対する
 進捗率をそれぞれ評価
②定量評価の判定[A、B、C]
 上記①の結果において、「a・
 b」や「c」「d」の有無により
 判定

施策評価調書 総合評価を踏まえた次年度の取組を整理するなど、評価方
法の見直しに合わせた調書を検討

２．見直しの方向性

資
料

２

【定性評価】
③取組の評価
 各施策項目で掲げる取組を小柱毎に
 PDCAサイクルで整理
   [P]取組(昨年度の[A]を踏まえる)
     [D]取組状況 [C]見えた課題 [A]今後の対応
④定性評価の判定[進展あり、なし]
 各取組の評価結果(上記③)を、３つの
 観点を満たすかで総体的に判定

【総合評価】
⑤総合評価
 定量評価と定性評価の判定結果
 から機械的に判定
  

＜課題等＞
●複数指標の判定がある状況におい
 て、１つでも「d」があれば定量指
 標の判定が「C」となるなど極端
 な判定が発生
〔例〕
 「a・d」の場合も「d・d」の場合
 も定量評価は同じ「C」判定 
●調書において、各指標のPDCAサイ
 クルの [Ｄ]、[Ｃ]、[Ａ] が欠落

＜課題等＞
●「計画どおり」と「進展あり」で
 意味合いが混同しやすい
●調書において、施策としての次年
 度の取組が整理されていない

＜課題等＞
●取組の小柱毎に対するPDCAサイクルが整
 理されているが、評価ができない
●３つの観点(上記④)は重複している
●上記④の判定「進展あり」が、総合評価の
 表現と同じで、混同しやすい

評価方法 ・他の評価方法も参考に、より実態に即した評価判定の検討
・分かり易い表現に判定結果を見直し

３．今後の予定など
 Ｒ５秋までを目途に整理
 ※取組の[Ｐ][Ｄ]を整理する時期

[観点]
・前年度の点検・評価の結果、明らかとなった課
 題等を踏まえ、計画した取組を着実に進めてい
 るか
・課題の解消が進んでいるか
・施策の目標達成に向けた成果が見られるか
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進展あり

進め方を検討

定量評価 定性評価 総合評価
計画どおり

概ね計画どおり

Ａ

Ｂ

Ｃ

進展あり
進展なし
進展あり
進展なし
進展あり
進展なし
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評価方法の見直し（案）

定量評価

定性評価

総合評価

各指標の達成率を点数化す
ることで、極端となる判定
結果を解消

改
　
正

評価の観点を
１つに整理 
(表現の見直し)

改
正
１

定量評価と定性評価の合計点
をもって判定すると共に、総
合判定の表現を見直し

改
　
正

点検・評価の結果を
踏まえた取組を進
め、施策の方向性に
進展が見られるか

・取組の小柱毎に評価し、 
判定結果を定量評価に合 
わせ点数化 

・総合評価と同じ表現とな 
っていた「進展あり」を 
解消

改
正
２

〔現行〕 〔改正〕

〔参考：現行の判定〕〔判定の基準〕

〔改正後の観点〕

総合評価
計画どおり

概ね計画どおり
進展あり

進め方を検討
―

進展あり

進展なし
判定

施策内の全ての
取組が３つの観点を

満たしているか
満たしている 1

満たしていない 0

(０～１点)

判定

施策内の各取組が
観点を満たしているか

各取組の平均点
判定

➀各指標の評価 ②定量評価の判定
〔現行〕 〔改正〕

現行 改正 施策内の各指標の評価 判定 判定
100％以上 ａ 4 ａ又はｂのみ Ａ

90％以上100％未満 ｂ 3 ｃがある(ｄはない) Ｂ
80％以上90％未満 ｃ 2 ｄがある Ｃ (１～４点)

80％未満 ｄ 1

指標の進捗率 評点

各指標の
平均点

評価の流れ

定量評価 定性評価

各指標の
平均点

各取組の
平均点

(１～４点) (０～１点)

合計点 総合評価
4.6以上 順  調

3.6以上4.6未満 概ね順調
2.1以上3.6未満 やや遅れている

2.1未満 遅れている
(定量評価できない場合) 判定不可



[現行]   [改正（案）]
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